




























































































● 第 6回全国外国人居留地研究会築地大会（11月 2日）、会場：聖路加看護大学に参加、他に、横浜
居留地研究会に参加
● 韓国木浦大学開催シンポジウム（11月 21、22日）に、内田青蔵、金容範参加
● 韓国漢陽大学開催シンポジウム（2014年 3月 28、29日）に佐野賢治氏参加
（4）　研究成果
　上記（3）に並べたような研究活動を 3年間継続してきて、おおむねタイトル「東アジアの租界と
メディア空間」に沿った内容で各人の研究報告を行い、それに基づく討論を行って、大分共通認識を
得ることが出来たと感じる。また、上海師範大学とソウル市立大学の研究者との 3度にわたるシンポ
ジウムを開催、さらに韓国の漢陽大学と研究交流の関係を結び、木浦大学の研究会にも参加すること
で、国内の研究者に止まらない協力関係がこの間に生まれた。もう 1つ、横浜居留地研究会とのつな
がりで、日本における外国人居留地研究の一角に参加することが出来た。
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　以上のような研究の蓄積や外とのつながりを目立つ形の成果として公にすることは未だ不十分のま
まで 3年間の活動を終えることになったのは遺憾であるが、それらを次の 3年の活動に生かし発展さ
せることで、明らかにしたいと考えている。
（5）　今後の課題と展望
　2014年度からは、「中国・朝鮮の旧日本租界―現況調査と現地で発行された出版物の分析」のタ
イトルで再スタートする。上の（4）で述べたことであるが、これまで積み上げてきたものを確認し
て、その作業を継続するとともに、租界研究でやり残してきた現況調査や資料の分析を着実に行うこ
とで、租界研究の一応の総まとめになるような成果報告書をまとめて、世に問いたいものだと願って
いる。
